
拡
が
る
金
融
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

特集
加
速
す
る
メ
ガ
バ
ン
ク
の

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

成
功
に
導
く
カ
ギ
は

ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー
を
許
容
す
る
柔
軟
な
組
織
運
営

数
年
前
か
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
メ
ガ
バ
ン
ク
３
行
。
ア

ク
セ
ラ
レ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
介
し
て
、
い
く
つ
も
の
協
業
案
件
が
進

ん
で
い
る
。
実
用
化
に
至
る
成
功
事
例
が
出
て
い
る
一
方
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
実
証
実
験
で
終
わ
る

案
件
も
少
な
く
な
い
。
成
功
事
例
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
、
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
試
行
錯
誤
を
許
容
す
る
柔
軟
な
組
織
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ

手
厚
い
支
援
メ
ニ
ュ
ー
で 

協
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
育
成

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

グ
ル
ー
プ
（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
）
で
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
企
画
部
、

２
０
１
７
年
10
月
に
設
立
し
た
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
子
会
社
の
「Japan 

D
igital D

esign

（
Ｊ
Ｄ
Ｄ
）」、
そ

し
て
今
年
１
月
に
設
立
し
た
Ｃ
Ｖ
Ｃ

フ
ァ
ン
ド
「
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
Ｍ
Ｕ
Ｉ

Ｐ
）」
の
３
者
だ
。
Ｊ
Ｄ
Ｄ
は
提
携

す
る
地
方
銀
行
か
ら
の
出
向
者
を
含

め
た
陣
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
海
外
４
カ
所
（
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ロ
ン
ド
ン
）
に
リ
サ
ー
チ
拠
点

を
設
け
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
み
で
特
徴
的
な
の
が
、

手
厚
い
支
援
を
行
う
ア
ク
セ
ラ
レ
ー

タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
（
写
真
１
）。
15

年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
Ｍ
Ｕ

Ｆ
Ｇ
デ
ジ
タ
ル
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
」

で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
対
し
て

４
カ
月
間
に
わ
た
り
、
事
業
計
画
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
か
ら
実
際
の
事

業
立
ち
上
げ
、
サ
ー
ビ
ス
の
デ
モ
発

表
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
に
４
期
開

催
し
、
26
社
が
参
加
。
な
か
に
は
、

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
各
社
か
ら
出
資
を
受
け
た

り
、
協
業
・
実
証
実
験
に
発
展
し
た

り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
デ
ジ
タ
ル
企
画
部
の
桂
寧
志

氏
は
、「
参
加
企
業
か
ら
は
『
ビ
ジ

ネ
ス
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
』
と
い

っ
た
高
評
価
を
も
ら
っ
て
お
り
、
わ

れ
わ
れ
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
ア 〔写真１〕第４期「MUFG Digitalアクセラレータ」には８社が参加した。
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５
兆
円
を
目
前
に
青
天
の
霹
靂

　

「
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
深
掘
り
が
追
加
緩
和
策
の

選
択
肢
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
円
預
金
は
コ
ス
ト

で
し
か
な
い
」。
こ
う
話
す
大
手
行
の
財
務
担
当

役
員
は
、
足
も
と
の
預
金
流
入
の
傾
向
に
警
戒
感

を
示
し
、「
預
金
保
険
料
率
は
低
け
れ
ば
低
い
ほ

う
が
よ
い
」
と
漏
ら
す
。
２
０
０
７
年
10
月
か
ら

預
金
保
険
の
対
象
金
融
機
関
と
な
っ
た
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
幹
部
も
「
微
々
た
る
引
下
げ
で
あ
っ
て
も
、

経
費
削
減
効
果
は
大
き
い
」
と
話
す
。
詰
ま
る
と

こ
ろ
、
預
金
保
険
料
率
の
引
下
げ
は
預
金
保
険
制

度
に
加
入
す
る
全
金
融
機
関
の
切
な
る
願
い
だ
。

　

現
在
、
預
金
保
険
の
対
象
金
融
機
関
は
、
保
有

す
る
預
金
量
に
対
し
て
一
律
の
預
金
保
険
料
率
を

乗
じ
て
算
出
さ
れ
た
預
金
保
険
料
を
、
預
金
保
険

機
構
（
預
保
）
に
納
付
し
て
い
る
。
保
険
金
支
払

い
の
原
資
と
な
る
預
保
の
一
般
勘
定
を
巡
っ
て
は
、

金
融
危
機
の
影
響
か
ら
欠
損
金
が
02
年
度
末
に
４

兆
円
規
模
ま
で
ふ
く
ら
ん
だ
が
、
10
年
度
末
に
は

解
消
。
預
保
は
15
年
３
月
、
責
任
準
備
金
の
目
標

水
準
を
５
兆
円
程
度
と
し
、
21
年
度
末
を
メ
ド
に

積
み
立
て
る
こ
と
に
し
た
。
責
任
準
備
金
は
18
年

度
末
で
３
兆
９
８
７
６
億
円
を
計
上
し
て
お
り
、

19
年
度
の
実
効
料
率
は
０
・
０
３
３
％
で
、
17
年

度
以
降
３
年
連
続
で
引
き
下
げ
て
い
る
。

　

金
融
界
で
は
、
責
任
準
備
金
の
目
標
水
準
を
達

成
し
た
暁
に
は
、
預
金
保
険
料
率
が
大
幅
ダ
ウ
ン

す
る
と
の
観
測
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
。
そ
う
し

た
な
か
、
金
融
庁
が
８
月
28
日
に
示
し
た
今
事
務

年
度
の
金
融
行
政
方
針
で
「
可
変
料
率
」
に
言
及

が
あ
っ
た
こ
と
に
、
業
界
団
体
関
係
者
は
「
虚
を

突
か
れ
た
思
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

可
変
料
率
は
、
経
営
悪
化
の
程
度
が
大
き
い
金

融
機
関
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
高
率
の
保
険
料
を

納
め
る
仕
組
み
。
導
入
さ
れ
れ
ば
、
現
行
水
準
と

比
べ
て
保
険
料
収
入
の
確
保
が
難
し
く
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
ひ
い
て
は
財
政
状
況
（
責
任
準
備

金
の
規
模
）
に
影
響
を
与
え
う
る
。
つ
ま
り
可
変

料
率
は
、
預
金
保
険
料
率
の
大
幅
ダ
ウ
ン
へ
の
期

待
を
水
泡
に
帰
す
制
度
に
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。

　

も
っ
と
も
、
あ
く
ま
で
保
険
料
率
を
決
め
る
の

は
預
保
の
運
営
委
員
会
で
あ
り
、「
金
融
庁
が
頭

ご
な
し
に
可
変
料
率
導
入
を
決
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
」（
金
融
庁
幹
部
）。
ま
ず
は
金
融
庁
と
預
保

で
会
議
体
を
組
成
す
る
な
ど
、
検
討
の
場
づ
く
り

が
必
要
と
な
る
が
、「
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
決
ま
っ
て
い
な
い
」（
同
）。
保
険
料
率
を
決
定

す
る
運
営
委
員
会
は
毎
年
３
月
に
開
か
れ
る
が
、

そ
こ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
制
度
を
固
め
る
か
ど

う
か
も
未
定
で
、「
19
事
務
年
度
内
に
成
案
を
得

ら
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
」（
同
）
と
い
う
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
策
に
盛
り
込
ん
だ
意
図

　

さ
ら
に
、
金
融
行
政
方
針
で
可
変
料
率
が
「
地

域
金
融
機
関
の
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
に
向
け
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
策
」
の
一
環
に
位
置

付
け
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
疑
問
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。

　

預
金
保
険
法
に
は
「
地
域
金
融
機
関
」
な
ど
と

い
う
概
念
は
な
く
、
む
し
ろ
金
融
機
関
を
規
模
な

ど
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
保
険
料
率
の
取
扱
い
を

変
え
る
よ
う
な
措
置
を
禁
じ
て
い
る
。
実
際
、
同

法
の
条
文
に
は
、「
保
険
料
率
は
（
中
略
）
特
定

の
金
融
機
関
に
対
し
差
別
的
取
扱
い
（
金
融
機
関

の
経
営
の
健
全
性
に
応
じ
て
す
る
も
の
を
除

く
。）
を
し
な
い
よ
う
に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

可
変
料
率
の
導
入
検
討
で
萎
む

預
金
保
険
料
の
大
幅
ダ
ウ
ン
期
待

規
模
・
特
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
機
関
に
と
っ
て
、
業
界
と
し
て
一
枚
岩
と
な
っ
て
行
動
で
き

る
こ
と
は
少
な
い
。
た
だ
、
預
金
保
険
料
率
の
引
下
げ
を
巡
っ
て
は
、
利
害
が
完
全
に
一
致
し

て
い
た
。
責
任
準
備
金
の
目
標
水
準
（
５
兆
円
）
の
到
達
を
目
前
に
し
て
、
預
金
保
険
料
率
の

大
幅
ダ
ウ
ン
を
見
込
ん
で
い
た
金
融
界
。
と
こ
ろ
が
、
金
融
庁
が
示
し
た
可
変
料
率
導
入
の
検

討
で
、
料
率
大
幅
ダ
ウ
ン
へ
の
期
待
が
急
速
に
萎
み
つ
つ
あ
る
。
可
変
料
率
の
導
入
を
巡
っ
て

は
、
か
つ
て
挫
折
し
た
日
本
版
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
へ
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
想
起
さ
れ
て
い
る
。
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厚
生
労
働
省
が
８
月
27
日
に
、
公

的
年
金
に
関
す
る
財
政
検
証
の
結
果

を
公
表
し
た
。
ま
ず
押
さ
え
て
お
く

べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
モ
デ
ル
世
帯
年

金
の
所
得
代
替
率
（
注
）
が
今
後
50

％
以
上
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
律
上
、
次
の

財
政
検
証
ま
で
に
50
％
を
下
回
る
と

見
込
ま
れ
る
場
合
、
制
度
自
体
を
根

本
か
ら
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
代
替
率
は
61
・
７
％
で
あ

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
50
％
以
上

を
維
持
で
き
る
か
が
注
目
さ
れ
た
。

　

年
金
の
将
来
試
算
に
は
多
く
の
前

提
が
あ
る
が
、
今
回
は
、
経
済
前
提

を
６
ケ
ー
ス
に
分
け
て
結
果
が
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
水
準

調
整
の
終
了
年
度
と
、
給
付
水
準
調

整
終
了
後
の
標
準
的
な
厚
生
年
金
の

代
替
率
は
図
表
の
と
お
り
。
こ
こ
で

注
目
の
所
得
代
替
率

２
０
１
９
年
の
年
金
財
政
検
証
を

読
み
解
く

健
全
な
危
機
感
を
持
っ
て
改
革
論
議
を
急
げ

厚
生
労
働
省
か
ら
公
的
年
金
に
関
す
る
財
政
検
証
の
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
経
済
成
長

と
労
働
参
加
が
進
む
ケ
ー
ス
で
は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
給
付
調
整
を
進
め
て
も
所
得
代
替
率

が
50
％
を
上
回
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
が
、
一
定
程
度
し
か
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
で
は
、
２
０
４
０
年

代
前
半
に
は
所
得
代
替
率
が
50
％
に
達
し
て
し
ま
う
と
い
う
。
ほ
か
に
も
、
短
時
間
労
働
者
へ
の
厚
生
年

金
保
険
の
適
用
拡
大
や
受
給
開
始
時
期
の
選
択
肢
拡
大
な
ど
に
よ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
試
算
も
公
表
さ
れ
た
。

今
後
は
、
試
算
結
果
に
基
づ
き
、
年
金
改
革
の
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

大
和
総
研　

政
策
調
査
部
長鈴

木
準

い
う
給
付
水
準
調
整
と
は
、
保
険
料

率
を
現
状
で
固
定
し
、
年
金
積
立
金

も
活
用
し
な
が
ら
財
源
の
範
囲
内
で

給
付
を
賄
え
る
よ
う
、
年
金
給
付
の

実
質
額
を
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に

よ
っ
て
引
き
下
げ
る
（
名
目
の
年
金

額
の
上
昇
を
抑
制
す
る
）
措
置
で
あ

り
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
は
、

現
役
世
代
人
口
の
減
少
と
平
均
余
命

の
伸
び
を
勘
案
し
て
給
付
額
を
調
整

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

ケ
ー
ス
別
に
見
る
と
、
経
済
成
長

と
労
働
参
加
が
進
む
ケ
ー
ス
（
Ⅰ
〜

Ⅲ
）
で
は
、
給
付
水
準
調
整
終
了
時

に
50
％
を
上
回
る
代
替
率
を
維
持
で

き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

ケ
ー
ス
の
経
済
前
提
は
楽
観
的
と
い
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